
9月定例会  11人の議員が一般質問

令和 4年 4月 1日に統合校として開校する水の郷小学校（現津宮小学校）

整備された県道成田小見川鹿島港線
（木内地先）
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質問事項
◆香取市職員定員適正化計画の推進
◆香取市における主要幹線道路の整備
◆香取市における雑草除去対策

質問事項
◆水の郷小学校の学童保育（放課後児童クラブ）
設置
◆大倉保育所の継続
◆農地中間管理機構を活用した基盤整備事業
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